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	１　生涯における青年期の意義
	
	

	
	名前　　　　　　
	


１　次の文章を読んで，問いに答えなさい。
①人生のなかで「子ども」から「おとな」への移行期を何というか 
②誕生・成人・結婚など，人生の区切りに集団の慣習に従って行われる儀式 
③身体的成熟に加え，社会生活に必要な知識・技能を習得するための「猶予期間」 
④③の期間を「心理社会的モラトリアム」と名づけたアメリカの心理学者 
⑤自我のめざめにより，親から精神的に自立しようとすることを何というか
⑥どちらの集団にも安定した帰属意識を持てない「境界人（周辺人）」を指す言葉 

２　問１青年期の特徴に関する次の記述のうち，正しいものには〇，誤っているものには×をつけなさい。
①近代以前の社会では，通過儀礼を経てもおとな集団の一員として認められることはなかった 。
②現代社会では，職業選択の自由や知識・技術の高度化により，青年期の期間が延長される傾向にある 。
③「第二反抗期」とは，親や社会の価値観に対して否定的・反抗的になる時期を指す。

問2　ルソーは『エミール』の中で，「われわれは，いわば二回生まれる。一回目はこの世に存在するために（人間として），二回目は（　　）ために（男性・女性として）」と述べた 。

３　レヴィンは青年を「マージナルマン」と呼びました。あなたがこれまでの生活の中で，「子どもではないが，完全なおとなでもない」という狭間の立場ゆえに経験した「心理的な動揺」や「葛藤」を一つ挙げ，それが「自立」にどう繋がるか考えを述べなさい。

●政経への架け橋
１ 18歳成人と「自立」　2022年の民法改正による成人年齢引き下げと，青年期の心理的特徴について述べた次の文章のうち，正しいものには〇，誤っているものには×をつけなさい。
①成人年齢が18歳に引き下げられたことで，エリクソンが提唱した「心理社会的モラトリアム（猶予期間）」は，制度上，短縮されたといえる。
②近代社会において青年期という期間が必要になったのは，職業選択の自由が生じ，社会生活に必要な知識・技術が高度化したためである。
③18歳選挙権の導入は，レヴィンのいう「マージナルマン（境界人）」の状態にある若者が，「おとな集団の一員」として意思決定に参加する機会を早めたといえる。

問２　次のページのグラフ（大学進学率と平均初婚年齢の推移）を見て，あとの問いに答えなさい。
①グラフから読み取れる傾向について，空欄を埋めなさい。
1960年から2020年にかけて，大学等への進学率は大幅に上昇している。これに伴い，平均初婚年齢も（　a　）傾向にある。このことは，現代社会において，社会に出るための準備期間である（　b　）が延長されていることを示唆している。

②　社会の高度化に伴い青年期の学習期間が延びることは，労働力人口の減少に直面する日本経済において，どのようなリスクや課題を生むと考えられますか。「生涯」の視点から考察しなさい。












２ 現代の日本では，自己の価値観（世界観）を形成する過程でSNS等の普及により多様な情報に晒されています。あなたが「自立した自分」を作り出すための「産みの苦しみ（不安・葛藤）」を経験する際，憲法で保障された「表現の自由」や「自己決定権」は，どのような役割を果たすと考えられるか。青年期の心理的特徴と結びつけて答えなさい。

●共通テストにチャレンジ
１　マズローは，欲求が現れる順序はいつも固定されているわけではなく，低次の欲求が強制的に抑圧された場合や，低次の欲求を自発的に放棄した場合でも，高次の欲求があらわれることがあると述べているが，その具体的な事例として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。
①　他者と関わり親密な関係を築きたいという欲求が満たされると，他者から認められたいという欲求が生じるようになる。
②　芸術家や発明家が，寝食の時間を惜しんで創作活動や開発に没頭し，創造力を発揮しようとする。
③　高校生の中には，勉強の成績よりも部活動での活躍で賞賛されることを望む人がいる。
④　周りの人たちから認められたいという気持ちが満たされると，そのことが自己実現への欲求の基礎となる。
〈倫理・2018年・試行調査〉
２　レヴィンらによる葛藤の４類型Ａ～Ｄと，日常生活での葛藤場面ア～エとの組合せとして正しいものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。
Ａ　接近－接近の葛藤：叶えたいと思う複数の対象が同時に存在し，すべてを叶えることはできない場合に起こる葛藤
Ｂ　回避－回避の葛藤：避けたいと思う複数の対象が同時に存在し，すべてを避けることはできない場合に起こる葛藤
Ｃ　接近－回避の葛藤：一つの対象に叶えたい要素と避けたい要素とが併存している場合に起こる葛藤
Ｄ　二重接近－回避の葛藤：二つの対象が同時に存在し，そのおのおのに叶えたい要素と避けたい要素とが併存する場合の葛藤
ア　密かに思いを寄せていた人と友人が結婚することになり，スピーチを頼まれて断りたいが，友人に不審がられそうで，断るに断れず悩んでいる。
イ　第一志望の学部はあるが遠隔地のため親が反対するＡ大学と，地元にあるが第一志望の学部のないＢ大学と，どちらを受験しようか悩んでいる。
ウ　雇用条件が良くて安定した会社の入社試験と，もともと入りたかった劇団のオーディションと，どちらを受けるべきか悩んでいる。
エ　憧れの先輩がいるクラブに入部しようと思っていたが，練習がとても厳しく時間も長いと聞き，入部すべきかどうか悩んでいる。
①　ア－Ｃ　　イ－Ａ　　ウ－Ｂ　　エ－Ｄ　　②　ア－Ｂ　　イ－Ａ　　ウ－Ｄ　　エ－Ｃ
③　ア－Ｄ　　イ－Ｃ　　ウ－Ａ　　エ－Ｂ　　④　ア－Ａ　　イ－Ｃ　　ウ－Ｂ　　エ－Ｄ
⑤　ア－Ｂ　　イ－Ｄ　　ウ－Ａ　　エ－Ｃ　　⑥　ア－Ａ　　イ－Ｄ　　ウ－Ｃ　　エ－Ｂ
　　　　　　　　　　　　　　〈2011年本試〉
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	（解答例） 高校生になり，家庭内では「もう子どもではない」と自立を促される一方，社会的には「まだ子ども」として制約を受けることに葛藤を感じた。しかし，この狭間の立場で「自分はどう生きるべきか」を問い，自分なりの価値観や人生観を作っていくことが，精神的な自立への一歩になると考える。

	
	
	
	
	
	
	

	●政経への架け橋
	
	
	
	

	1
	①
	○
	②
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	○
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	上昇
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	心理社会的モラトリアム

	
	②
	社会人として労働力人口に参入する時期が遅れることで，生涯を通じた納税や社会保障制度の担い手としての期間が短縮され，制度の維持が困難になるリスクがある。

	３
	 青年期は自我がめざめ，孤独感や葛藤といった「産みの苦しみ」を経験する時期である。この過程で，他者の干渉を受けずに自分の生き方を決める「自己決定権」や，多様な価値観に触れ自らの考えを発信する「表現の自由」は，親から精神的に自立し，独自の人生観・世界観を構築するための法的保障として不可欠な役割を果たす。
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男性初婚年齢	1960年	1970年	1980年	1990年	2000年	2010年	2020年	27.2	26.9	27.8	28.4	28.8	30.5	31	女性初婚年齢	1960年	1970年	1980年	1990年	2000年	2010年	2020年	24.4	24.2	25.2	25.9	27	28.8	29.4	大学・短大進学率	1960年	1970年	1980年	1990年	2000年	2010年	2020年	10.3	23.6	37.4	36.299999999999997	49.1	56.8	58.6	




